
１ 団体受付（自動扉内の受付カウンター）〜控室までの待機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

リハ室 Aに入るまでは、ここの市民ロビー
で待機することになります。大型の打楽器を
持ってきていないため、以前のような混雑は
少なくなる見込みですが、以下の点に御留意
し、奏者に周知・指導をしてください。 
 
・市民ロビーは連盟で占有しているわけ

ではありません。一般の来館者との共用
スペースです。 

・楽器ケースは各団体でまとめて置いて
ください。なお、ビニルシート等を敷い
て場所を占有するなどの行為はやめて
ください。 

・長時間残置されている物については、撤
去することもあります。 

◼一階平面図 

団体受付はこちらです。 
舞台配置図の提出準備をお願いします。 

市民ロビーの混み具合によっては、楽器ケース・
荷物をホワイエに置く場合もあります。その際、
貴重品は各自で管理するようにしてください。 



２ 市民ロビーから控室（リハ室 A）へ移動 ※ここから誘導が始まります。打楽器奏者も同じ動きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

◼一階平面図 

時間になったら誘導係が迎えにいきます。スム
ーズに移動できるよう、事前に市民ロビー内で整
列をしておいてください。 

地下（控室・楽屋）にはこの階段を通ります。列
のまま降りてください。大型楽器もこの階段での
昇降をお願いします。 

◼地下平面図 

控室（リハーサル室 A）は土足厳禁です。シ
ューズロッカーに靴箱を入れて入退室します
が、同じようなステージシューズが多いため、
取り違えがよく起こります。 
名前付きの靴袋を用意する、靴の中に記名す

る、記名した紙を入れておく、など各団体で工
夫をしてください。 
なお、控室での音出しは可能ですが、合奏（パ

ート毎を含む）などの全体練習は禁止です。ま
た、床を汚さないように吸水シートなどを持参
してください。 

大型楽器（チューバ等）については、エレベータ
ーで地下に下がることが可能です。一般の方との
共用になりますので、譲り合ってください。 



３ 控室（リハ A）〜楽屋〜舞台袖へ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時間になったら、各楽屋（チューニング室）に
誘導します。 
チューニング室内では、衛生上、直接床に水抜

きをすることはできません。必ず給水シートなど
を持参するようにしてください。 

チューニングが終わったら、この階段を通り、大ホール舞台袖に向かいます。舞
台横まで上がる際には、大型楽器も階段を利用します。 

◼地下平面図 



４ 舞台袖〜出演〜出演ロビーへ〜退館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地下からはこの階段を上がってきます。そ
のまま舞台袖に進み、出演です。 

◼一階平面図 

出演 

打楽器奏者は舞台袖を、管楽器奏者は花道を
使って退場します。 

リハーサル室 A で楽器をケースから出した団
体は、また階段（大型楽器はエレベーター可）
を降りて、地下階に向かいます。 

片付けた後、退館となります。 


